
社会福祉法人黒潮会

役員報酬及び費用弁償規程

（目的）

、 、 （ 「 」 。）第１条 この規程は 社会福祉法人黒潮会定款に規定する理事 監事 以下 役員 という

の報酬及び役員、評議員、その他の者の費用弁償について必要な事項を定める。

（費用弁償の額）

第２条 役員及び評議員の費用弁償の額は、理事会、監査、評議員会については、１日あたり

６，５００円とし、その他については社会福祉法人黒潮会旅費規程別表の施設長の例を準用

し支給する。

２ 第三者委員の費用弁償の額は、サービス向上委員会については、一日あたり６，５００円

とし、その他については第一項と同様とする。

３ グループホームなごみ、のぞみ運営推進委員のうち利用者家族、地域住民代表の費用弁償

の額は、運営推進会議については、一日あたり５，０００円とし、その他については第一項

と同様とする。

（重複支給の排除）

第３条 常勤の職員が理事を兼ねるときは、費用弁償及び役員報酬は支給しない。

（支給方法）

第４条 費用弁償の方法については、社会福祉法人黒潮会旅費規程の例による。

（役員報酬）

第５条 常時勤務する役員には役員報酬及び賞与を支給する。

２ 非常勤の役員については、理事長の職にある場合にのみ役員報酬を支給する。

３ 役員報酬及び賞与は、年額を１２分割した額を毎月職員給与と同様に支給し、法令や協定

により控除できるものについてはこれを控除する。

４ 役員及び評議員が退任する際は、社会福祉法人黒潮会慶弔規程に基づく記念品と慰労金を

支給する。

（役員報酬の算定方法）

第６条 役員報酬は、施設長等重要な職務の経験に応じ別表１にて算定する。

２ 常勤役員の賞与の年額は、役員報酬として算定した額の４ヶ月分とする。

３ 月途中での就任・退任による報酬の額は、日割りによって算定する。

（公表等）

第７条 当法人は、この規程を社会福祉法に定める報酬等の支給の基準とし、公表する。

（改廃）

第８条 この規程の改廃は、評議員会の承認を受けて行う。



（別表１）

役員報酬月額（円）

施設長等の経験年数

常勤 非常勤

１０年未満 ４０２，０００ ３００，０００

～１２年未満 ４５０，０００ ３３０，０００

～１４年未満 ５０４，０００ ３６０，０００

～１６年未満 ５５２，０００ ３９０，０００

～１８年未満 ６００，０００ ４２０，０００

～２０年未満 ６５４，０００ ４５０，０００

～３０年未満 ７０２，０００ ４８０，０００

～４０年未満 ７５０，０００ ５１０，０００

４０年以上 ７８０，０００ ５４０，０００

附 則

１ この規程は、昭和５９年１０月 １日より施行する。

２ 〃 昭和６０年１２月 １日より一部改正し施行する。

３ 〃 平成 ３年１２月 １日 〃

４ 〃 平成１３年 １月 １日 〃

５ 〃 平成１３年 ６月２０日 〃

６ 〃 平成１８年１０月 １日 〃

７ 〃 平成２１年１２月 １日 〃

８ 〃 平成２２年 ４月 １日 〃

９ 〃 平成２９年 １月 １日 〃

10 〃 平成３０年 ６月２０日 〃

11 〃 令和 ２年 ６月２３日 〃


